
  

1 重要な会計方針

 棚卸資産の評価基準及び評価方法は、原価法で計上している。

 固定資産の減価償却について、減価償却額は、定額法により計算し直接法で計上している。

 積立金・引当金の計上基準について、退職給付引当積立金は、当期発生基準により計上し、
同額引当金計上している。

 

 消費税等の会計処理は、税込処理としている。

2 基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

 基本財産 0 0 0 0

 特定資産
退職給付引当積立金

3 特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

  特定資産
退職給付引当積立金 0

4 担保に供している資産は該当ありません。

5 固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は次のとおりである。
（単位 ： 円）

什　器　備　品　

　　合　　　計

6 貸倒引当金の設定はありません。

7 他法人に対する債務保証はありません。

(4)

科　　　　目 当期末残高
（うち指定正味財 （うち一般正味財

　　合　　　計 7,194,787 0 7,194,787

2,995,906

科　　　　目

財務諸表に対する注記

　　（単位 ： 円）
科　　　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

　（単位 ： 円）

2,433,120 4,761,667 0 7,194,787

(1)

(2)

(3)

　　合　　　計 2,433,120 4,761,667 0 7,194,787

（うち負債に
産からの充当額） 産からの充当額） 対応する額）

7,194,787 7,194,787 7,194,787

7,194,787

12,995,907

取 得 価 額 減価償却累計額 当期末残高

2,995,907 2,995,906 1



 

8 満期保有目的の債権は次のとおりである。
債券　　社債（通信会社）　　  ８，０００，０００円
債券　　社債（銀行） 　　　　　1０，０００，０００円

9 補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

当期末 貸借対照表上

残　高 の記載区分

0 一般正味財産

0 一般正味財産

0 一般正味財産

0 0

10 指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳については該当ありません。

11 関連当事者との取引の内容については、該当ありません。

247,000,000

80,000,000
林業機械の自動化遠隔操
作化に向けた開発・実証
事業

林野庁 0

「新しい林業」に向けた林
業経営モデル実証事業

林野庁 0

7,492,000

247,000,000

80,000,000

7,492,000
林業・木材産業全国作業
安全運動促進事業

林野庁 0

（単位 ： 円）

補助金等の名称 交付者
前期末

当期増加額 当期減少額
残　 高

4,800,000 一般正味財産
顔の見える木材供給体制

構築事業
林野庁 4,800,000


